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表紙：アミロイド病理の比較
既存のアルツハイマー病（AD）モデルマウスとして頻用されてきた APPトランスジェニックマウス

（APP-Tg）は、アミロイドβペプチド：Aβx-40 種が主に脳内に蓄積するマウスであった。しかし近年、
Aβx-40 は病理形成に対して保護的に作用する善玉とも考えられている。一方、APP ノックインマ
ウス（APP-KI）は、AD 患者の脳の病理と同様に神経毒性の高い（悪玉の）Aβx-42 種が主に蓄
積しており、患者に類似した病理を呈する新規 AD モデルマウスとして有用である（19 ページ（総説）
参照）。


